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2023 年 1 月 5 日 

株式会社ダイナトレック 

代表取締役  佐伯 譲二 

2023 年 年頭所感 

「データの地産地消」を日本各地で実現していく取り組みを進める 

2023 年の新春を迎えるに当たり、所感の一端を申し述べ、新年のご挨拶に代えさせていただきます。 

 

昨年を振り返ると、2022 年は、日本中のお客さまと face to face の関係を持たせていただくなかで、そ

れぞれの地域の固有のニーズや慣習に沿ったデータ活用の重要性を改めて感じる一年となりました。 

 

まず、弊社の仮想データ統合サービス「DYNATREK®」を導入されている金融機関様を対象とした会議

「第 8 回 DYNATREK 地方銀行ユーザー会議」を 3 年ぶりに開催することができました（新型コロナ感染

症の拡大以前は毎年開催）。ここでは複数の地方銀行様より DYNATREK の活用事例を直接ご紹介い

ただいたほか、地域全体のデータ活用における今後の在り方について討議し、金融機関のデジタル・ト

ランスフォーメーション（DX）担当者同士での活発な情報交換の場となりました。 

 

現在、日本企業の DX の進展に伴い、データ活用による業務効率化や事業変革が注目を集めていま

す。企業の業務革新においては、社内に散在したデータをユーザーが柔軟に取得・活用できる基盤の

構築が重要です。 

DYNATREK を使えば、一つの正解事例に沿って各地域のデータ活用を落とし込むのではなく、地域の

方が、地域のデータを自ら活用し、手触り感のある業務革新を行っていくことができます。 
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現在進めている金沢大学との共同研究では、石川県羽咋（はくい）市をフィールドに、地方自治体や公

的統計・調査情報など、さまざまなデータを掛け合わせて横断的にデータを分析できる「地域まるごとモ

デリング」を構築しています。ここでは DYNATREK を通して、地域で産まれたデータを自治体の職員な

ど地域の人々自らの手によって分析し、戦略を構築していく新たなデータ活用の仕組づくりにチャレン

ジしています。 

 
これまで 10 年間取り組み続けてきた「地域金融」というテーマに加え、2022 年より新たに「自治体」、そ

して「健康づくり」というテーマに取り組む中で、2023 年はこれらのテーマを有機的に連携し「データの地

産地消」を実現して参りたいと考えています。 

 

私たちのソリューションの根柢には、データを用いて、人のポジティブな行動変化の「きっかけ」をつくっ

ていきたいという思いがあります。 

マクロ的観点においては、今の日本の地域を取り巻く環境は決してポジティブなものばかりではありま

せん。一方で、地域の中の人のつながりにフォーカスをしてみると、日本の地域社会には「あたたかさ」

と「知恵」に満ち溢れていると感じます。私たちはこのソリューションを通じて、地域の人を幸せにしたい

と願う人の下に、その行動を後押しする的確なデータを届けたいと考えています。 

 

そして今後、データの統合分析のみならず、新たに各種 AI やクラウドサービス等と連携させる機能の

追加などにより、DYNATREK を DX における「データ活用」を包括的に支援するプラットフォームとして育

てていきたいと願っております。 

 

そのようなソリューションを実現していく 1 年とすることを決意し、本年も社員一同精一杯の努力を積み

重ねて参ります。 

 

本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

報道機関からのお問い合わせ先 

株式会社ダイナトレック 経営企画部 広報担当 

Email:  info@dynatrek.co.jp 

TEL:  03-6447-1590 


